グ 


■ 『び』 オフィシャルサイト 
http :// www . Sony, co.j p/alpha 

デジタルー眼レフカメラの最新サポート情報 
(製品に関ずる Q & A 、 パソコンとの接続ち法 
など）はこちらのホームページから。 

『 aj 専用サポートサイト 
hUp :// www . sony . co . jp / alpha / support / 

■ 使用上での不明な点や技術的なご質問 
ソ ニーデジタルー 眼レフカメラ専用 
ヘルプデスク 

♦ナビダイヤル 

. 0570 -00-0770 

(全国どこからでも市内通話料で 
ご利用いただけます） 

♦携帯電話 • PHS でのご利用は 

.0466-38-0231 

(ナビダイヤルび使用でさない場合 
はこち5をご利用 < ださい） 

毒付時間： 

月〜金曜曰：午前9時〜午後8時 
±、日曜日、祝日：午前9時〜午後5時 



この説明書は100%ち紙再生紙と V 0 C (揮発性 
有機化合物）ゼ□植物油型インキを使用しています。 


Printed in Malaysia 



11111 

2681 

1111 

18602 

II 

D 


SONY@ 




2-681-186-02(1) 


デジタルー眼レフカメラ取扱説明書 

はじめにお読み < だをい 



aioo 

，ミ DSLR - A 100 


本書と 別而の r デジタルー眼レフカメラ取扱説明書活用編•困ったとさは」 をよくお読みのラえ製品 
をお使いください。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 _ 


A 警告 


電気製品は、ま全のための注意事項を守らないと、人身への危害や 
乂災などの財産への損害をちえることびあ0まず。 

「活庙編*困ったと动ま」の3ぺージと巧5ぺージから巧8ぺージに、製品 
を安全にお使いいただくための重要な注意事項と製品の取り掘いかたを 
おしていまず。ご使用の前によくお読みください。 



◎ 2006 Sonv Corporation 




































付属品をお認する 


万一、不足の場合はお買い上げ店にご相談ください。 
() 内は個数 


•バッテリーチャージヤ ー BC - VM 1 日 （1) 



• U チャージャブルバッテ U - パック NP - 
FM 55 H (1) 

• コンパクトフラッシュス□ット対応六モ 
IJ ースティックデュオアダプター AD - 
MSCF 1(1) 


• US 目ケープル （1) 


:因 口 


• ビデオケーブル (1) 



• ショルダーストラップ 

(アイピースカバー、 U モートコマンダーク 
U ップ付を） （1) 



• ボディキャップ (1) (本機に装着) 



• アクセヴ U - シューキャップ (1) (本機に装 
着） 

• CD-ROM ( a 10日アプ U ケーシヨンソフト 
ゥェア） （1) 

• デジタルー眼レフカメラ取披説明書はじめ 
にお読みください（本書）り） 

• デジタルー眼レフカ;^ラ取扳説明書活用 
編•困ったときは （1) 

•保証書 （1) 


ごま意 

• バッテ U - は NP - FM 日日 H をご使用ください。 NP - FM 50. NP - FM 3 日は使用できないのでご 
ま意ください。 
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取扱説明書の構ぶ 


本書 

まずは準隔をして、簡をに撮該しよ5 ! 

本機を使ラための準備と、基本的な撮影‘再生の方法を説明しています。 


付属品を確認する . 2 

1バッテリーを準備する .. 4 

2レンズを取り付ける ... 6 

3電源を入れ、時言十を合わせる . 8 

4記録メディア(別売)を入れる ... 10 

己簡単に撮る（才ート撮影） . 12 

撮影可能枚数 . 13 

構えかた.... ... 13 

手ぶれ補正について ..... 14 

ピント合わせ . 15 

フラッシュ撮影するには . 16 

視度を調整するには . 17 

6画像を見る/消去する . 18 



別冊情用編•困ったときは J 


かし慣れた5、本傑の機能を®いこなそラ！ 

• お好みの設定で撮影する一^各種機能の説明(撮影) 


• お好みの設定で再生する 一^各種機能の説明(再生) 


さらに、パソコンやプリンターとつないで楽しをう！ 

• メニューを使って、さまざまな撮影/再生を楽しむ一►メニュー機能 
•画像をパソコンに取り込んで活用 一^パソコンで楽しむ 


• 本機をプリンターに直接つないでプリントー^画像をプリントする 
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J 八ッテ u — を準備ずる 


\ 

〇バッテリーを入れる 


カチッと音びするまで軽く押す。 



バッテリーを使うことびできます (満充電)。 

\_ J 


• バッテ U —チャージャーは、お手近なコンセントにつないでください。 

• 充電び完了して CHARGE ランプび消えても電源からは遮断されません。使用中、不具合び生 
じたとをはすぐにコンセントからプラグを撤を、電源を遮断して<ださい。 

• 充電び終わったら、バッテ U —チャージャーをコンセントから抜を、バッテ U —をバッテリー 
チャージャーから取り出してください。 

• バッテリー咐顧を使い切ってから、温度2日ででの満充電時間は約23日分、実用充電時間は 
約175分です。使用状況や環境によっては、長くかかります。 
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バッテリーに関するごま意 

バッテ U - は NP - FM 5 日 H をご使巧くださし、 NP - FM 日日、 NP - FM 30 は使巧できな 
いのでごミ主意ください。 

コンセントの電源で本機を使ラときは 

AC アダプター/チャージャ ー AC - VQ 900 AM (別売)を使うと、コンセントにつな 
いで使うことびできます一測撒/)珪思磬‘ 西ったとさは」144ページ。 

バッテリーの残量を確認すると走は 

POWER スイッチを 「 ON 」 側にず日して電源を入れ、;夜晶モニターで確認する。 


残量表示 

(白） 

(白） 

回（白） 

口 廊） 

電池びな<なり 
ました 

バッテリー 
残量の目を 

充分ある 

かな<なった 

撮影、再生がをラ 
すぐでさなくなる 

充電済みのバッ 
テ1」一と交換す 
るか、充電する 

シャッターび切 
れなくな0ます 


バッテリーを取り出すとさは 


□ックレバーをず5し、バッテ U — び落下しないようにを意しなびら引き出す。電源 
び切れていることを確認してか5取0出してください。 



□ックレバー 


海外で使ラときは 


バッテ U - チャージャーや AC アダプター/チャージャ ー AC - VQ 900 AM (別売)は 
全世界 ( ACIOOV 〜 240 V - 己0/目 OHz ) で使えます。ただし、地域によっては壁の〕 
ンセントに差し込むための変換プラグアダプターび必要になる場合びあります。あ 
らかじめ旅行代理店などでおたずねのラえ、ご用意くださし、。 


コンセント 
の お状例 

0 0 
ちに北米 

〇 〇 〇 

〇 0 
をにヨー□ツバなど 

変換プラグ 
アダプター 

不要 

溶 



• 電子式変圧器（トラベルコンバーター)は 
故障の原因となるので使わないでくださ 
し、。 
















2 レンズを取り付ける 


r > 

〇本機のボディキャップとレンズの後キャップをはずす。 




後キャップ 


•本機の内部にほこりや水滴び入らないよラ、また内部に郎れたり傷つけたりしない 
よラにしてください。 


0レンズを取り付ける。 

オレンジ色の点 




レンズと本機の2つのオレンジ色の点を合 
わせてはめ込む。 


レンスを軽く本機に押し付けなび 
ら、「カチッ」と音びするまで矢印 
のち向にゆつ <D 回す。 


• レンズを取り付けるとをは、レンズ取りはずしボタンを押さないでください。 

• レンズに無理な力を加えないで<ださい。 

• フラッシュを使わずに撮影する場合は、画面がにある光び描写に影響するのを防ぐ 
ために、レンズフードの使用をおすすめします。取り付けかたは、レンズの取扳説明 
書をご覧 < ださい。 
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レンズを取りはずすときは 

レンズ取りはずしボタンを押しなび5、レンズを矢印の方向に止まるまで回して取 
りはずす。 

レンズ取りはずしボタン 


• 取りはずした樹ま、本機側•レンズ側ともキャップを付けて保管してくださし、。 



レンズ交換の際に、カメラ巧にほこりが入5ないように！ 

カメラ内に: H'S やほこりび入って CCD (フィルムの役割を果ず部分)表面に付着すると、撮影 
条件によっては、二 f ミやほこりび画儘に写り込むことびありまず。 

本機はアンチダスト機能によりコミやほこりび付去にくくなっておりますび、レンズの取り付 
け/取りはずしを行ラ際には下記の点にご注意ください。 

• ほこりの多い場所でのレンズ交換は避ける。 

• カメラを保管ずるとをは、必ずレンズまたはボディキャップを取り付ける。 

• ボディキャップを取り付けるとをは、先にキャップのほこりを落としてからカメラに取り付 
ける。 

万一3ミやほこりび入ってしまったとをは、みセットアップメニューで[ク U —ニングモー 
ド]を実行し、 布觸のブ a アーで CCD の清爲をするい别拙「活用編■西ったときは」102ぺ一 
ジ)。それでを取れないときは、ソニーデジタルー眼レフカメラ専用ヘルプデスク（裏表祇）に 
お問い合わせ < ださい。 





3 電源を入れ、 B き計ををわせる 



〇 POWER スィッ 

チを矢印の方向に 

ず6し、 「ON」 に 

ずる。 

POWER 
OFFI ION 

誦 

V_/ 


0十字キーで、曰時を合わせる。 

1[はい]を選んで、中央の実行ボタンを押す。 

曰が/時刻5設定して術 U 
1はし 、I i しル、え I 


•德で設定する場合は、►で[しん1え]を選んでから 
実行ボタンを巧して < ださい。 

2 ◄/ ►で設定ずる項目を選び、 ▲/ ▼で数値を設 
定する。 


曰時設定 

2006 .今 I II . 1 
00 : 00 

年/月/日 


か涅巧な指を♦完了幽四ご 

3 2 の手順を繰り返して、すべて設定する。 


• [年/月/曰]は年月曰の並び順です。並び順は十字 
キーの ▲/ ▼で蜜更でさます。 

4中央の実行ボタンを押して完了ずる。 



• 日時合わせを中止するには、 MENU ボタンを押す。 



日時設定 

2006 .1.1 
15 图 

年/月/日 
か涅巧妻指定♦完了画曲ご 






































日時設定をやり直すときは 

みセットアップメニューで[日時設駐を選び、手順©の 2 〜 4 を行う。 

^別冊 f 活巧編•西ったときは J 98ページ 

電源を入れたときのごま意 

• 時計合わせをしないと、電源を入れるたびに「曰付/時刻を設定してください」といラ;><ッセー 
ジび表示されます。 

電源を切るときは 

POWER スイッチを矢印の方向にず5し、 「 OFF 」 にする。レンズキャップを付けて 

ください。レンズをはずしたあとは、ボディキャップを付けて保管してください。 

POWER 
OFFI ION 



パワーセーブ(操作しないでいるとほぼ電カオフに近し V | 犬態になりまず） 

約5秒上何ち操作をしないと、液晶モニターの撮影情報画面び消えます。また約3 
分上操作をしないと、省電力設定にな0、ほぼ電源オフに近い状態になります(パ 
ワーセーブ)。シャッターボタンのキ押しなど、本機を操作すれば、パワーセーブび解 
除されます。 

• 上記の時間(お買い上げ時の設定は日秒/3分)は蜜要することをで去ます。 ^別册「活用編 • 
困ったとさは_! の？ページ 
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4 記錄メディア ( sii 売)を入れる 


本機で使用できる記録メディアについて 



"メモリースティックデュオ" 

(コンパクトフラッシュス□ット巧応メモ 
リースティックデュオアダプター使用） 





r 


コンパクトフラッシュカード/ 
マイクロドライブ 


本機では記録メディアとして、"メモ U —スティックデュオ"、コンパクトフラッ 
シュカード ( CF カード)、またはマイク □ ドライブび使用できまず。 

• 記録六ディアは、本機でフオーマットしてからお使いください。本来の性能を出せないことび 
ありまず。 ^別冊「活用編■困ったときは」86ベージ 
• "メモ U - スティックデュオ"をご使巧の場合は、コンパクトフラッシュス□ット対応分モ 
リースティックデュオアダプター（付属）を使用してください。 

• 誤消去防止スイッチのある"分モリースティックデュオ"の場合は、 「 LOCK 」 を解除してから 
お使い < ださい。 

• ツモ。ーステイッブについて一別冊階用編-困ったときは」139ぺージ 


記録メディアを入れる 



CF カードカパーを開ける。 



• カバーを開けるとを、指をはさまないぶラごミち意<ださい。 

• 記録メディアの中央をまっすぐに巧し込みます。端を押し込まないでください。 

• 記録メディアび奥まで入5ない場合は、無理に巧し込まずに、記録;><ディアの向さを確かめて 
<ださい。 
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コンパクトフラッシュス□ット対応メモリースティックデュオアダプター使用上 
のごま意 

角のお状を確認してください 


巧ず 


コンパクトフラッシュス□ット対応メモリース 
テイックデュオアダプター AD-MSCF1 (付属) 


"メモリースティックデュオ"を取り出すときは、一度巧してください 

記録メディアを取り出ずとさは 

1 CF カードカパーを開ける。 

2 CF カード取り出しレバーを中に巧し込む。 

記緑メディアび出てさます。 

• 長時間使用した直後の記録メディアは熱くなっていまずので、ご注意 
<ださい。 

アクセスランプ点灯中は 

絶対に記録;ディアを取0出したり、バッテ U —を抜いたり、 
電源を切5ないでください。データび壊れることびあ0ます。 

コンパクトフラッシュカード/マイク □ ドライブについて 

動作確認は行っておりますび、すべての CF カード/マイク □ ドライブの動作を保証 
するちのではあ0ませんのでご了承 < ださし、。 

• マイクロドライブは、 CompactFlash Type IIに準拠したル型、軽量の八ードディスクドライ 
ブです。 CF 力ード/マイク□ドライプについて一則舌堀編•面ったとき化 y 141ぺージ 



CF カード取り 
出し レバー 
アクセスランプ 



11 



















5 


簡単に撮る(才ート撮暴) 


「 AUTO 」 （才ート撮影)では、本機のまな機能び、一時的に自動設定になります。力 
メラまかせで気軽に撮影したいときに便利でず。画像仕上ば機能測册 r 活用編‘ 
困ったとさは」 47 ページ)政がの設定は、変更できます。 


〇モードダイヤルを 「 AUTO 」 にずる。 



0ファインダーをのぞく。 

:::の中のものにピントび合います。 

0ズームレンズの場合は、ズーム U 
ングを回してか5構図を決める。 



C 1 シャツターボタンで撮影ずる。 


半押しして 
ピント合わせ 


巧<押し込む 





フォーカス表示 

(ピントの状態をお知ら 
せします （15 ページ)。） 


ピント合わせに使われたセンサー 

(ピントの合っている位置び、一瞬赤く表おさ 
れます。） 


撮該前の画儘は液晶モニターには表示されません。ファインダーをのぞいて撮影してくだ 
さい。 

撮該後、液晶モニターに撮該画像び2秒間表おされます。表あ時間の変更をでをます。 

別冊「活用編-困ったときは j 81 ページ 

記録中はアクセスランプび点:0しますので、記録メディアを取り出したり、電源を切らない 
で < ださい。 


































撮該可能枚数 


記録メディアを入れて POWER スイッチを 「 ON 」 にすると、液晶 
モニターに、撮影巧能枚数(現在の設定で撮影を続けると、あと何 
枚撮影でをるか)び表示されます。 

酒風表示については一別冊 r 活用編-困ったときは」19ぺージ 

• 1枚の記録六ディアに記録できる枚数は、記録メディアの容量、本機で設定された画像サイズ 
および画質によって異なります。 ^别概「活用編•困ったときは」24ぺージ 
• 撮該直後に r—E-」 び点滅したとさは、ソモ U- スティックデュオ’’の誤消去防止スイッチび 
「LOCK」 になっています。解除してからお使いください。 

• r 日日日日」びホく点滅したと去は、記録メディアの容量びいっぱいです。記録メディアを交換す 
るか、記録メディア内の画儘を消去してください （1 日、18ページ)。 

• 画儘のデータ量は被写体によって異なるため、撮影状況によっては、撮診棲に撮慕可能枚数び 
変わらない場合をあります。 

• 旅行など撮影枚数のをい場合は、予備の記録メディアを用意されることをおすすめします。 


n 125 

F 5.6 

I 因-。小.。..’ II ぃ 

關 

AlfTO 

回 3 画：]皿 □ 

B 

FINE 

2壓 (MS 


構えかた 


カメラび動くとぶれた写真になりますので、しっかりと構えて撮影してください。手 
ぶれ補正機能をオンにして使ラことをおすすめします （14 ぺージ)。 




• 右手でカメラのグ U ップを持ち、脇を閉め、左手でレンズの下側を持ってまえます。 


• 片足を軽く踏み出し、上半身を安定させます。壁にちたれたり、机などに目寸をついたりしてち 
効果びあります。 

• 暗い場所でフラッシュを使わずに撮影する場合や、マク□撮影または望遠レンズで撮貢ミする場 
合は、本機の手ぶれ補正機能では補正しされないほどの手ぶれび起こりやすくなります。手ぶ 
れ補正機能をオフにして、=脚などにカメラを固定して撮影することをおすすめします。 


13 
















手ぶれ補正について 


1 «4 i ))( 手ぶれ補 B スイッチび rON 」 になっていることを確認する。 
2 シャッターボタンを半押ししてか5、深く巧し込んで撮影する。 



(Nil)) (手ぶれ捕 
正)スイッチ 



.. III 手ぶれインジケーター 

手ぶれ補正びオンのとさは必ず点むします。点灯する表示の数びをいほど、本機の揺れび大さい 
ことを表します(最大日つ)。手ぶれ補正びオフのとをは点なしません。 


A み （手ぶれ 警告) 表示 

手ぶれ補正のオン/オフにかかわらず点滅します。シャッタースピードや焦点距離か5判断した 

手ぶれ写真になる可能性を表します。点滅したとさは手ぶれの恐れびあるため、[(瓜))(手ぶれ補 

正)スイッチを roN」 にするか、フラッシュまたは^脚の使用をおすすめします。 

• POWER スイッチを rON」 にした直後や力六ラを構えた直渡、シャッターボタンを半巧しせず 
に一気に押し込んだとをは、手ぶれ補正の効果び得られにくいことびあります。手ぶれインジ 
ケーターの点な数び減るのを待ってから、ゆっくりシャッターボタンを押し込んでください。 

• マク□撮影など近距離撮影の場合は、手ぶれ補正機能でをぶれが補正でをないことびありま 
す。手ぶれ補正をオフにして=脚を使用することをおすすめします。 

• 本機の手ぶれ補正機能は、シャッタースピードで約2〜 3.5 段分の補正効果を発揮します。被 
写体を追いなびら流し撮り撮影を巧ラ場合や、夜景撮影などシャッタースピードび1/4秒し U 上 
の場合は、手ぶれ補正の効果び得られにくいことびあります。手ぶれ補正をオフにして、=脚 
のご使用をおすすめします。 

• 兰脚使用時には、手ぶれ補正機能び充分に働かないため、手ぶれ補正をオフにすることをおす 
すめしまず。 
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ピント合わせ 


ワイドフオーカスフレームの中には、ピントを合わせるためのセンサー(□一カル 
フオーカスフレーム)び9個あります。シャツターボタンを半押しすると、ピントび 
をっている部分のセンサーび一瞬赤<点口して、どこにピントび合っているかをお 
知5せします。 

ワイド フオー カ スフレー ム 


□—カルフ オーカ スフ レーム 


フオーカス表示 



フォーカス表示 

ファインダーをのぞくか、シャッターボタンを半押しすると、自動的にピント合わせ 
び巧われ、ファインダー内のフオーカス表示びその状態をお知5せします。 


フォー カス表示 

状況 

♦点な 

ピントび合って固定されています。撮影で去ます。 

㈱ 点な 

ピントび合っています。被写体の動をに合わせてピント位置び変わります。 
撮影でをまず。 

0点好 

ピント合わせの途中で、シャッターは切れません。 

♦点滅 

ピントび合わず、シャッターは切れません。 

• お使いのレンズの最短撮該距離よりも近いちのにはピントび合いません。 
撮りたいちのに近づをすぎていないか、確認してください。 

• ♦の点滅中でちシャッターび切れるよラにすることちでさます。 

別脚「活巧編■困ったときは」91ページ 


• 三脚、一脚使巧時や机の上などに本機を置いた状態では、ファインダーをのぞいただけではピ 
ントび合わないことびあります。シャッターボタンを半押しすると、ピントびをいまず。 
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撮該するには 



Fn ボタン 

フアンクシヨン 
ダイヤル 


内蔵フラッシュを手で上げてください。 
光量び足りないと判断した場合、発光し 
まず。 

フラッシュを発光させないときは、内蔵 
フラッシュを手で下げてください。 


• 必ず発光させたいとさは、フアンクシヨンダイヤルと Fn ボタンで4 ( 強制発光)にしてくださ 
し、。 ^别冊博用編■困ったときは_1 52ぺージ 


ファインダー巧のろ（フラッシュ）表示について 

そ 点滅：フラッシュび充電中でず。 

点滅しているとをは、シャッターは切れません。 

4点な：フラッシュの充電び完了しました。フラッシュ撮影びでをます。 

フラッシュ光の届く距離(フラッシュ調光距離） 

内蔵フラッシュによる調光距離(適正露出の得られる範曲は、絞り値 
と ISO 感度によって異なります。下記の表は、 ISO 感度び [AUTO] の 
とさのおおよその調光距離でず。 

に0感度一別冊隔用編•困ったときは」40ページ 


絞り植 

調光距離 

F2.8 

1 .4 〜 8.6 m 

F4 

1.日〜6.日 m 

F 日.目 

1 .0 〜 4.3 m 



絞り値 


内蔵フラッシュ使巧時のま意 

内蔵フラッシュで撮影する場合は、フラッシュ光びレンズでさえざられて、写真の下部に影びで 
をることびあります。政下の点に気を付けて撮該してください。 

• 被写体から1 mi；! 上離れて撮影してください。 

• レンズフードは取りはずしてください。 

• 本機の内蔵フラッシュは、レンズ表記上 18 mm (上の焦点距離の画角をカバーします。 
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AF 補助光 

被写体び暗いと去に内蔵フラッシュを上げていると、シャッターボタンの半押しでフラッシュび 
発光することびあります。これはピントを合わせやす<するための補助光 (AF 補助光)です。 

• 補助光の届く範囲は、約1〜日 m です。 

• フオーカスモードを 凸 困（コンテイニュアス AF(AF-C)) にしているとさや、被写体び動いて 
いるとき（ファインダー内に み》 （フォーカス)表示び点なしているとき)は、補助光は発光しま 
せん。 


• レンズの焦点距離び30日 mmULL のときは、 AF 補助光は発光しないことびあります。 

• フラッシュを取り付けているときは、フラッシュの AF 補助光び発光します。 

• な カスタムメニューの [AF 補助光]を[なし]にすると、 AF 補助光は発光しません。 別冊「活 
用編•困ったときは_! 94ぺージ 


視度を調整ずるには 



ファインダー内の画面表示びはつをり見えるよラに、視力に合わせて視度調整ダイ 
ヤルを調節して < ださし、。 


• 遠視の場合は+方向へ、近視の場をは一方向へ回してください。アイカップをはずすと回すち 
向びダイヤルに表おされています。 ~^别況隔規編■困ったときは」38ぺージ 
• 本機をで去るだけ明るいところに向けると、視度び合わせやすくなります。 
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6 画像を見る/消去する 


コント□ールダイヤル 
巧(拡大)ボタン 


IDI (表示切り替え)ボタン 
命(消去)ボタン 

撮影モードに戻るには 

• わラー度因(再生)ボタンを押ず。 

• シャッターボタンを半押しする。 

画像を消去ずるには 

1消去したい画像を表示して而(消去)ボタンを押す。 

2 ◄で[はい]を選び、中央の実行ボタンを押ず。 


消去を中止ずるには 

[いいえ]を選び、中央の実行ボタンを巧す。 




广 \ 

0十字 キーの ◄/ ►で画像を選ぶ。 



• コント□ールダイヤルを回しても、画像を先送 
りしたり前に戻したりでをます。 

V_ J 


18 




























IIZIIC 表お切り誓え)ボタンで、再生画像を一覧(インデックス)画面で見たり、巧(お 
大)ボタンで、画像の一部を拡大して見ることもできます。 ^別冊「活用編•西った 
ときは」ア0、 75ページ 
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